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2012)。これは'l'国黄檗PIzg"o(Ze"(Z7o"cIzi"e7zseと日本

黄檗〃ze"otie"d70〃α汎"γe"Sgの極の違いを反映したも
１ . は じ め に

黄檗は日本や中国で,吋代から染織品に用いられてきた

１１f色染料の一つである。黄檗のlil定は，主成分であるベ
ルベリンおよび誘導体の特徴的な蛍光スペクトルから非

破壊的かつ容易に行うことが可能である（松田1997，

佐々木・佐々木:2010)。華者らはこの黄檗の非破壊的

な同定の容易さに着目し，黄檗を使用した文化財資料を

特定し，それらの高速液体クロマトグラフ(HPLC)分

析による批檗｢ITの詳細な成分分析を行なってきた。

j''(檗のｌII(色成分はプロトベルベリン骨格をｲj-するアル

カロイド激であり,i§成分のベルベリン(B)のほかに，

i,111成分としてl,1じ.H･絡を有するヤトロリジン(J)とパ

ルマチン(P )が含まれている(F i g u r e l ) ｡黄檗で染

色した糸からの抽出液に対してHPLCによるこれら二

成分の定晟的な分析を行ったところ,Bに対するＰの

成分比P/BおよびＪとＢの成分比J/Bの値の分布が巾

IKI産黄檗と|I本産黄檗とでは大きく異なり，この二つの
パラメータを用いることで両者を区別することができる

ことを示してきた（ｷ||良ら:1987,佐々木・佐々木：
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察した（佐々木．藤井．深江．佐々木:2015)｡のと考えられた。さらに，この手法を文化Mｲ染織品から

の染料lllllll液に対して応用したところ，これらが文化財

IR!においても維持され，黄檗が用いられた染織IY!の姓産

地，即ちﾉﾙ,：地,,,定が可能であることを示してきた（佐々

木．,嚥井．仇々水:2012)。

文化llｲ染織品に黄檗が用いられる場合，先染（織糸の

染色)，後染（布の染色，地染，模様染）および加飾用

刺繍糸での染色が挙げられる。また，蛍檗は，黄色の染

料として川いられるだけでなく，藍との亜ね染で緑色に，

紅に対する．卜染で緋色（赤）の表現に川いられる。筆者

らはこれまで，文化財染織品の中でも，特に，織糸につ

いて検討し，此檗巾の成分分析から得られるj'i檗の産地

と染織IIIIIIの待つ様式とがおおむね一致する蝋を服告して

きた。しかしながら，一部の中|'〔|様式を持つ籏料におい

て，様式から､ﾄ'｣'折される中国旅ではなく’１本ﾉ唯の茂檗を

使用したとものと想定される資料が認められた。このよ

うな場合，，'１国様式を持つ資料であっても，「'本で製作

されたものと判,析できるものと考えた（佐々木・藤井・

佐々木:２()12)｡

本研究では，このような染織品の様式と茂檗の産地の

相違にiillＮを撒き，保存状態の良いものから極めて劣化

の進んだものまでの広範な資料における，黄色，緑色，

および赤色の各色試料の黄檗の成分について詳細に検討

した。!|!l'il様式と日本様式をもつ染織品資料から蛍光ス

ペクトルにより染料が黄檗であることを特定できた織糸

と刺繩糸を選定した。幟及び刺繍糸の蛍檗資料について

それぞれHPLC分析を行ない，資料の持つ様式と分析

によるj't艇の産地との関係を詳細に調査した。織糸では

前報と|,il様に｢|!IEI様式を有する資料に日本ﾉ唯茂檗が用い

られた例が複数認められた。一方，刺繍糸では逆に日本

様式をｲj-する資料に中国産黄檗が用いられていた糸が存

在することが明らかとなった。本報告では結果の詳細を

述べるとともに，黄檗産地と様式とのｷ1I連は中世から近

世にかけての'1'国から日本への染料或いは紺製品の流通

や製作技術の仏播に関する化学分析による'炎,il[データと

なりうるとの観点からＲ中間の文献的資料をﾄlli元するデー

タとして利川の１１．能性を考察した。さらに，経年文化財

資料においてのみ認められるプロトベルベリン誘導体二

種知のﾉ|ﾐ成吸から，経年と劣化状態の|則係についても考

２．実験

蛍光スペクトルはHitachiF-4500を仙川し，非破壊

的に測定した。尚速液体クロマトグラフ(HPLC)分析

は送液システムにHitachiD-7000システムを使用し，

JASCOMCD20１0PDA検出器で定'|ﾒ|§と定IItを１jった。

カラムにはCosmosil5Ph-MS(Nacalai),移動相溶媒

には０.０１%トリフルオロ酢酸を含むMeOH/Hg０(I:l)

系を用い，流速lmL/minで測定した（佐々木・佐々

木:2012)｡

現代黄檗楪品の標準データとして既報の''水旅１０Im

及び'l11EI"１l繩を用いた（佐々木・佐々木:2012)。文

化11ｲ籏料として,!|!IEI様式を有̅する織糸置料１５椰とll

本様式をｲj.する縦糸資料lO"(一部既ｆM,佐々木・膝

井・佐々木:2013),並びに中国様式をｲjする*|｣繍糸資

料８種と日本様式を有する刺繍糸資料５４種をそれぞれ

約0.５mg,分析に供した。幟および刺繍糸の資料の詳

細及び所蔵についてはそれぞれTable lとTable２に

示した。資料の選定は黄色，緑色ならびに赤色の色糸の

中から非破壊的な蛍光スペクトルの測定により行い，黄

色成分としてプロトベルベリン類特有の蛍光励起発光ス

ペクトル（ﾉ､EM=４５０nm,スEx=３５０nm,４５０nm)を示

す資料を特定した。次いで微量試料を採取して，破壊分

析であるHPLC測定に供した。

３．結果と考察

3.1織糸資料の分析

Tablelに示した中国様式織資料と日本様式幟資料を

用いた分析結果の内，中国様式資料の結果をTable３

に，日本様式資料の結果をTable４に示した。一部の

結果は前報において報告したが再褐している（佐々木・

藤井・佐々木:2012)｡HPLC分析において文化財染織

品には現代黄檗にはほとんど含まれない成分が存在し，

前報においてXlおよびX２として示してきた（佐々木・

藤井・深江・佐々木2015)為，今回も|司様に示した。

成分分ｉｊの逆いを視覚化するために，ベルベリン鼠を

１００とするパルマチンならびにヤトロリジンの柧対域

(P/BならびにJ/B)をプロットし，現代'-|'|玉I産と[1*
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表ｌ織糸の詳細
Tab le lDeta i l so fweav ingthreads

尚料･Object 分析試料Samplefbranalysis

IEI別様式
Styleof
design

'1､'（ｔ
Age

資料4',"
Ｎａｍｅ

州
汎
１
０

試
Ｎ

試料色
Ｃｏｌｏｌ。

清'|'期(18C)
M-Qing

茶地明天鴦絨小裂
Fragmentonbrownvelvet(KITAN.324) jr(yellOw)ＷＣ-１

明後〃I(16C)
L-Ming

綴能文様袈裟
Kasayafi･廻nentwithdragononredlapstly(KITAN.374)

' 二"1<(red)ＷＣ-２

羅織九条袈裟(赤地雲模様）
NinepanelKasayawithcIoLldonred4-endgauze(KITAN.４３３)

桁前期(17C)
E-Qing

=↓一" ( red )ＷＣ-３

情1'1期(18C)
M-Qing

蜀江錦裂
FI･agmentoi､ShakobIwade(KITAN､460)

#(red)ＷＣ-４

r(red)
"(palegeen)
黄(yellow)
W<(green)
"(red)
"(red)

峪州梱一幅一心一吋

茶地雲能飛と分銅文様製
FragmentwithcIoudanddJagOnonbrownbroc"e(KITAN.４６1)

清水期(20C)
L-Qing

赤地牡丹･唐草模様綴了･裂
Fragmenlwithpeon)'andarabesquepattemonr"saindamask(KITAN.４６６

滴後期(1９C)
L-Qing

'l;II１
Ｃｈｉｎａ 浦綴裂(茶地雲龍模様）

Fragnenlwilhcloudanddlagononbrowntapatly(KI'1,AN.470)
浦中剛(18C)

M-Qing "(Palegreen)ＷＣ-１１

ノL条袈裟(紫萌黄瓢紋紗地牡丹唐草文様）
NinepanelKasayawithpmnyal･alrsqueongeen3-endgaum(P:曇華院）

ﾉじ(1４C)
Ｙｕａｎ

ft(pale虹een）
̅ ＦＷＣ-ｌ２

縢諏純r-(茶人解袋）
機1脚惣糯子･地五弁花卍燃ぎ文様茶人解袋

UntiedpouchfbrteacadKb/withilvepedalnowelsonlinkedswastikaingreen
damask(SIOI)

明後1り|(1６C)
L-Ming 緑(釘een）、 ｰ ’ＷＣ-ｌ３

Iﾘ1後期～滴初期
(1６C-1７C)

L-MingIoE-Qing

鎌倉綴７･１'I地枡形に三角文様錦裂
FragmentwithII･ianglethalcLIIasquareinadiagonalinwhiteblDcade(SIO２)

if(green)ＷＣ-ｌ４

樅墓純子(茶人解袋ﾊｰ身）
濃萌葱綴子地樅の葉松ぼっくり梅花卍繋ぎ文様

UntiediragnenlofpouchfOl･teacaddywithS"ａ．"･"pattem(bambooleav鰯、
pinecane,andpl山nnowersonlink"swastika)ingeendamask(Sll９)

Iﾘ|後期(1６C)
L-ming

緑(g･een)
、 ｰ

ＷＣ-ｌ５

牌織人形着物
KaraOriwithhcxagOnalpattemsonredtwiⅡ理oundfbI･doll!skimono(KIT

ＡＮ’４０６）

緑(Palegeen)ＷＪ-ｌ江戸初期(1７C)
Ｅ-Ｅｄｏ "(green)ＷＪ-２

赤地格ｒ菱文府織裂
KaraorilTagmentwithlatticepattemonredlwillground(KITAN.５１３)

江戸{|1jUI(1８C)
Ｍ-Ｅｄｏ

'ボ(red)ＷＪ-３

赤地隅人角魚文暦織裂
Karaorifragmenlwithnshpm1emsonredtwiligound(KITAN.529-5)

江戸中川(18C)
Ｍ-Ｅｄｏ "(geen)ＷＩ-４

WJ-S1"(yellow)赤地菊桐岨甲文唐織裂
Kal･aol･ifragnentwithChrysanthemums，

Paulowniasandhexagonalpattemsonredtwillgound(KITAN､529-12)

WLIII(1６C)
Momoyama 淡黄(paleyellow)Ｗ｣-６

黄(yellow)浅葱地立涌文様唐織能衣装
KaraoriNohCosnunewithwavydesigncaⅡ劃1tatewaku'onpale-gleentwill

groLInd(M)

ＷＪ-７
江戸!''期(1８C)

Ｍ-Ｅｄｏ if(palegreen)Ｗｊ-８本
叩

Ｉ

ｐ

ｎ

ｌ

ａＪ

紅色倫子地南尺文様絞り染に刺繍小袖裂
Kosodefragl1entwithnandinsintie-dyeingandembroideryonl･edflguI℃d-

L ヶ

satingound(SZl４)

江戸中期～後期
(1８C中～19C初）

Ｍ-Ｅｄｏ
地赤(g･ounfred)W-I-9

江戸後期
(18C後～19C初）

Ｌ-Ｅｄｏ

紅色地麻の葉文様金欄裂
FragnentwithhempleaibingoldbI･ocMeonr"gound(SZ18)

緑(geen)ＷＪ-１０

江戸後期
(19C初）
Ｌ-Ｅｄｏ

萌葱地牡丹唐草文様金欄裂
Fragmentwithpeonyarabesqueingoldbmcadeonpalegeenground(SZ２0)

緑(geen)ＷＪ-ｌｌ

江ノｉ中期～後期
(17C中～18C後）
Ｍ-ＩｏＬ-Ｅｄｏ

紅色締j'･地瑞雲文様余欄裂
Fragnentwithgood-lackcloudsingOldbmmdeonredsatingl･ound(SZ２1)

"(red)ＷＪ-ｌ２

‘'括弧|ﾉ､lは以下のlﾘ『職を示す｡KIT:京都工芸鯛惟大学,Ｍ:松坂睦コレクション,S:鈴木コレクション,P:仙人職
Collectionisshowninparmthes",KIT:KyotoInstituteofTechnoloa/,M:Matsumkayacoll"tion,S:Suzukicollection,P:private
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前報でも報告した曇華|塊所蔵袈裟資料である（ベーテ

2010,佐々木・藤井・佐々木:2012)｡残りの２種は文

様様式からIﾘl時代後期の茶入れの解裂であるにもかかわ

らず，これらはＨ本斥のMII(壁の使川，即ちＨ本で染めら

れた糸を用いて製織されたことを,｣〈した。

ll本様式織資料の分析結果をFigure3に|XI示した。

現代標品に加えて，文化11ｲ資料を■で示した。ボ,li果は全

て日本産黄檗の領域に分布し，日本朧黄檗が川いられて

いたことを小した。今ITIの分析に供した日本様式資料の

範|ﾙl内では，いずれも日本|玉|内で製織されたもののみが

認められ，「１１|ロ産黄檗の使用例は見られなかった。

旅澁檗の分１jと比較した。本報では，少重成分の分布を
|ﾘl碓にするために，このP/BとJ/Bのldj'|illlを対数で衣

し，既報の''水床現1いY檗標品データを△で,'|'国産現

代此檗楪1'i,',データを○で,｣くした。呪代黄檗櫟IIIIIIでの｢IIIEI

旅と日本ﾉ唯の境界はP/Bが2.5%,J/B"1 .4%付近に

あり，このP/BとJ/Bの両方の111I(が下呵る場合を11il'il

旅と判断した。また,P/B値が３%あるいはJ/B値が

1.5%を上|''lる場合には|1本産戯檗と判|析した。P/B"

これらの間にある場合は境界領域にあるとした。
’|｣国様式資料織糸の結果をFigure2に示した。資料

の分析データは現代標11,',に加えて■で図示した。定量分

析できた１４種類の資料のうち１１種類は,P/BとＪ//B

が!|'国産尚'i朧の分布する領域に存在し，様式から判|折さ

れるように'|1IEI産黄檗を川いて染められた縦糸と判|折で

きた。すなわち，「i'l'ilで製作されたものと考えられる。

しかしながら，３櫛の縦糸(WC-12,１３,１５)はＲ本ｊ唯

批檗の領域に分布し，｜|本ﾉ鼈のjI1(檗が用いられていると
､ﾄl11析できる盗料であった。３種の壷料のうちWC-12は

3.2刺繍糸資料の分析

刺繍によるjll飾がなされた，中|干ﾐ|様式と日本様式の資

料から，刺紺糸を採取し分析を行った。資料の詳細を

Table２に示した。資料の選定は縦糸と同様に蛍光スペ

クトルの測定によりイjい，プロトベルベリン特ｲJ-の励起

発光スペクトルを示す批色，緑色ならびに亦色の色糸の
'i!から資料を特定した。次いで微職試料を採取し，成分

1l9
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衣５１|' l ' i l様式刺繍糸の分析結果
Table５Analyt ica lresultsoIChi l lcsesty leembroiderv

threとlｄｓ

J/Bが|｣本産黄檗の領域に存在し，日本産黄檗の使川を

示した。一方,EJ-l2と１３,EJ-17と１８はP/Bならび

にJ/Bが明らかにIlil'i lﾉ唯黄檗の領域に存在した。これ

らは地染および文様染めが日本様式である振袖に施され

た刺繍糸である。地染めや文様染の後に刺繍が施される

ことから，日本で最終製品が製作されたのが明らかであ

るにも関わらず，刺繍糸は中国由来の染料が用いられて

いたことになる。Figure6には日本様式裂地資料(EJ-

２２からEJ-54)のうち，同一裂地で異なる産地の黄檗を

用いたと考えられる例を示した。EJ-31と３２,EJ-33と

34,EJ-35と３６,EJ-４３,４４と４５,EJ-５２,５３と５４な

どはいずれも同一裂地̅上にある色の異なる刺繍糸であり，

分析の結果，異なる雄地と判断できた。このように同じ

染織資料上の異なる刺繍糸で日本産と1|!IEI産が混在する

場合があり，日本様式の製品に日本旅染料だけでなく，

中国産染料で染色された刺繍糸が混ｲI北て川いられてい

たことを示した。
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3.3染料あるいは染色糸の日中間交易について

江戸||寺代の長崎における中国との交易，すなわち輸出

入品の記録が残されている。それらによると巾国から日

本へ絹糸や絹製品，生薬などが多数もたらされていた

(永積:1987)｡その巾に黄檗と直接記戦した記録は兄川

されないものの，多数ln1にわたる黄糸・赤糸など染色糸

の輸入の記録がみられる｡１６４１年から１８３２年までの公

式記録だけで黄糸の輸入は５ノj斤（およそ３１トン）に

も上る。一方，逆方向のＨ本から中lflへの染料の輸出は，

タンニン系染料（五倍子，ブシ）に限られ，ほぼすべて

を占める。色材として１６８１年に黄染料（顔料？）１３０

斤（約７８Kg)の記録わずか一件のみである。中国では，

古くから多くの国内外産染料が流通していたが，黒染に

用いられるタンニン系染料以外の，特に，中国で産出さ

れていた染料を日本から輸入する蓋然性がないことを反

映したものである｡1!|玉1床黄檗（四川黄檗）が多数流通

する中国に日本産黄檗がもたらされ，それで染められた

糸が再度逆輸入された可能性は殆どない事を示している。

分析により，巾|玉|様式縦資料ではll本雄黄檗の使川が

認められている。幟資料が中国で製作されたとするので

あれば，日本産黄檗あるいは染色糸が中国に輸出され，

の抽川液をHPLC分析に供した。「|'国様式資料の分析

結果をTable５に,１１本様式資料の分析結果をTable６

に示した。なお，巾国産と日本産の判断の基準は織糸と

''1様である。中国様式を有する資料に用いられた刺繍糸

のデータをFigure4に示した。資料の分析データは現

代標,W!に加えて■で図示した｡８種顔の中国様式をｲjす

る資料のP/B比とJ/Bは，すべて'l!国産黄檗の分布す

る領域にのみが存在した。様式から判断されるように中

国雌の黄檗を用いた刺繍糸であると判断できた。今同分

析に供した中国様式を持つ資料の刺繍糸は全て中|到産黄

檗が用いられ，全て中国で製作されたものであった。

’１本様式を持つ５４資料の分析結果のうち振袖等に用

いられた刺繍糸 ( E J - l から E J - 2 1 ) の分析結果を

Figure5に示した。いずれの資料とも友禅や匹、など

の｢|IIKIには見られない日本独特の染色技法を有するもの

である。友禅染めの資料(EJ-l～EJ-5)の刺繍糸のP/B

とJ/Bは全て「1本ﾉ厳黄檗の領域に存ｲ1ﾐし，日本での友

禅染の後に日本旅の戯檗で染めた刺繍糸を用いて刺繍を

施したことが分かる。また，残りの振袖等資料刺繍糸

(EJ-６からEJ-21)の１６種類中１２繩は明らかにP/Bと

２１
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それが染ならびに織に使われて，再度，’1本に逆輸入さ

れたことを,｣くすが，記録を見る限りそのような形跡はな

い。’1本では､'|!|11で作られた織物は，，澗級,'ihとして，

江ﾉi'|1則りｌまで人堂に輸入されていたため（ﾉkWi:1987),

日本でII1l'il製に倣った織物が作られたとの想定が妥当で

あろう。ノド|IIIの資料においては織組織の観察冊,li果とも合

致している。「lilrl様式によって日本での織物製作がなさ

れたこのような資料が，相当数存在するTII能性を示唆す

る結果である。一万，日本様式振袖などの刺繍糸の分析

では多数の!|!l玉l産と考えられる黄檗が認められている。

H!|1間の染糸の輸出入記録から中匡1床の黄檗で染色した

糸が輸入され，それらが刺繍糸として川いられたものと

する想定が妥11と考えられる。巾|毛l産染料がi認められた

資料はいずれも略式の高い文様が認められる籏料であり，

I"1'lliな'陥人色糸は烙式の高い着物の刺繍に好んで川いら

れたものと碁えられる。また,EJ-l7と１８は江戸時代

初期の様式を持つ慶長裂であり，また,EJ-12と1３は

江戸時代後期の様式を持つ振袖である。このように江戸

時代初101だけでなく江戸時代後期の資料にも!'!'玉l産黄檗

を使川した糸が認められ，江戸時代前期だけでなく後期

になっても'|'凹産染料或いは中国産染色紺糸が好まれ続

けたことがわかる。

日本様式染織資料の刺繍糸に中国由来の染料が使用さ

れていると考・えられる例はTable６で,｣ﾐすように全54

試料''1の１０拭料で認められ，かなりの猟度でｲﾉ在する

ことが分かった。このように中国様式刺；M糸には||水産

黄檗が用いられた例がないにもかかわらず，’1本様式を

示す刺繍糸にはII'lfl由来と考えられるものが卜ll当数認め

られた。

インド史紗においてはインドで日本様式更紗（和更紗）

が日本向け輸出用に製作されていた例があるとされてい

る（梶谷:2014)。和更紗では文様様式のみがllixlfilけ

にデザインされたものであり，染色に僕lする技術的側而

はインドのものそのままである。振ﾄlllなどで川いられた

地染，文様染めならびに友禅染などは'1本独特の技術で

あいこれらが''1|』において実現し，製作していた!II能

性は低く，その災例もない｡R本様式染織,11I11において認

められた染技法と刺繍糸の産地の不轄合は糸（あるいは

染料）のI陥人によるものであり，染に関する技法そのも

のもⅡ本に合わせて輸出品として製作されたものではな

いと考えるのが妥当であろう。
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3.4X１,X２量について

今回，分析に供した資料においても,J/Bならびに

P/BだけでなくこのX1,X２量の測定も合わせて行っ

た。織糸の定IIt分析結果は前述のTable２と３に，刺

繍糸についてはTable４と５に併記した。このXl,X２

の総晟(X l+X２)を資料の様式から想定される年代

(表２と３に示した年代に基づき，想定年代のlll月を考慮

した。世紀を跨ぐ場合は，その世紀に，跨がない場合は

世紀の中間点に横軸を定めた）に対してプロットした結

果がFigure7である。

Xl+X２は各想定年代において広範な領域に分布した。

Xl+X２の卜限値は前報（佐々木・藤井・深江・佐々木：

2015)で示したように年代が古くなるにしたがって直線

的に増川'し，年代と一定の相関があるものと考えられた。
一方，大きな111!Ｉを示す資料は紅との重ね染の資料に多く，

極めて変退色の激しい資料群において顕著であった｡１８

世紀時代の二つの資料(EC-8とEJ-25)をPhoto lに

示した。EC-８はXl+X２の値が下限に近い６.２を示す

清朝時代の献紗であり，刺繍糸に赤色が鮮やかに残って

いる。一方,EJ-25は上限値(19.2)を示す江戸期の白

色総子地の刺繩裂である。刺繍糸の赤色は変退色が激し

く，また糸本体も脆弱化し，切れているところも多く認

められる。このように下限に近い値を示す資料･は変退色

がほとんど見られない保存状態の良好な資料であるが，

上限の涜料はきわめて変退色の激しい資料であることが

分かる。これはXl+X２が保存環境の良い状態では経

年期｢H1と大きなIlll卿を示すが，劣化及び変退色の進んだ

資料においては製作時期からの期間が同じであってもこ

のXI+X２が榧めて大きくなり，経年期間による直線

的な関係から大きくずれることを示している。このよう

にXl+X２から示される数値は経年期間と劣化状態の

双方をの状態を皮映した数値的指標と考えられる。この

XlとX２の椛造は質量分析よりプロトベルベリン骨格

を保ったまま，峻化ならびに加水分解を受けた柵造を持っ

た生成物と想定している。今後この構造の詳細|を明確に

し，経年期間と劣化状態の指標としての有効性を明らか

にしたい。

４．おわりに

これまで，江戸期における染織品及び関連する材料の

流通についての研究では，通常，現存する文献記録の調

査が行われてきた（永積:1987)。染料の極の違いに雄

づく本研究は，文献調査だけでなく，別の観点から染織

品の流通や製作地に関する情報を与えることができる。

今回の研究において,H本産の黄檗を使用した織糸を用

いた｢'1国様式の織物の存在，中国産の黄檗で染められた

刺繍糸を用いた日本様式を有する裂の存在を化学的な分

析データによって明らかにすることができた。これらは，

製作地や!'１国から日本への染糸なと､の流通を文献に加え

て化学的に検証可能であることを示すものであろう。ま

た,Xl+X２という経年資料においてのみ認められる成

分の，経年期間と劣化状態を示す指標としてのｲj効性を

検討した。
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ProvenanceofHistoricalTextilesbyComponent
AnalysisofAmurCorkTree(P/ze"o伽""70"spp.)
Dye(２): InternationalTexti leTradingbetween
ChinaandJapan

１

YoshikoSASAKI１,KenzoFUJII2,RyoheiFUKAEI'andKenSasaki '
)MuseumandArchives,KyotolnstituteofTechnology,Matsugasaki,Sakyo,Kyoto6068585Japan
J1TextileResearchProject,MuseumandArchives,K1-otolnstituteofTechnology,Matsugasaki,Sakyo,Ky()1o

606-8585Japan
;'Depal･tmentofHumanScienceandEnvironment,UniversityofHyogo,Himeji,Hyogo670-0092
'>Facull]"ofMolecularChemistry,KyotolnstituleofTechnology,Matsugasaki,Sakyo,Kyoto606-8585Japan

′ I､heAmul-corktreeandrelatedspecies(Pﾉze"o( Ic"dm"spp.)arewidelydistr ibutedinEast

Asia ,andhavebeenusedsinceancientt imesasoneofthetradit ionalnatura lve l lowdves.Non-

d ( : , s t ruc t i vede tec t i onof th i sdve i s read i l vach ie l ' edv i a thecharac te r i s t i cfluorescenceofits

majoringredients,protoberberinealkaloids.Inthisresearch,weinvestigatedtheinternational

tradingofdyedthreadsbydeterminingwhethertheAmurcorktreesthatprovidedthedyes

ol･ ig inatedinJapanorChinabasedontherat iosofpalmat ineor jatrorrh iz inetoberber ine

(jatrorrhizine/berberineandpalmatine/berberineratios).Theratiosindicatedwhetherthedye

camefromtheJapanesespecies,Pﾉ1c"ode"(Im〃α加況γg"se,orfromtheChinesespecies,

P/肥"ode"dm"cﾉz加e"se.AnalyseswereconductedfortraditionalJapanese-andChinese-style

textileswithdesignsfromthel4thcentur)-tothel9thcentLlry,andthejatrorrhizine/berberine

alldpalmatine/berberineratiosweredeterminedandvisualizedinascatterplot.Japanese-style

weavingthreadsonlyappearedintheJapaneseregionoftheplot,andChinese-styleembroidery

threadsonlyappearedintheChineseregion.However,afewChinese-styleweavingthreads

appearedintheJapaneseregion,indicatingthatChinese-styletextileswerewoveninJapan・The

someembroiderythreadsfromJapanese-st)-letextileswereusedwithChineseAmurcorktree

dye,whichindicatedthatembroiderythreadsdyedinChinawereusedinJapanesetext i les .

TheseresultsarediscussedinrelationtotradingrecordsofdyedthreadsfromNagasakiPort

betweenJapanandChinaintheEdoera.
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